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２．大学院入学資格関係 
 規則第 155 条第１項に、次の要件を満たす外国の大学その他の外国の学校に

より、学士の学位の相当する学位を授与された者を追加し、我が国の大学院博士

前期課程又は修士課程（医学、歯学若しくは獣医学又は薬学の一部（以下「医学

等」という）に係る大学院にあっては博士課程）の入学資格を付与する。 
 ア 我が国の認証評価に相当するもの又はこれに準ずるものとして文部科学

大臣が別に指定するもの（※）を受けた外国の学校が授与したものである

こと。 
  （※）我が国の認証評価に相当する制度がない国については、当該国以外の

大学院を含めた大学院への進学状況、外国大学との単位互換や共学学

位などの国際的な連携の状況等を踏まえ、当該国の学士の学位につい

て我が国の学位との相当性の判断し、別の告示において個別に指定す

ることを想定している。なお、現時点で直ちに指定するものはない。 
  イ 修業年限を３年（医学等に係る大学院への入学については５年）以上とす

る課程を修了することにより授与されるものであること。 
 
３．施行期日：平成 28 年４月１日 

  なお、医学、歯学、薬学及び獣医学に係る大学入学資格につきましても、中等

教育修了までの教育課程が12年に満たない場合でも留学生を受け入れることが

あり得ることとなりますが、国内の医師国家試験の受験資格は、医師法において、

「学校教育法に基づく大学において、医学の正規の課程を修めて卒業した者」と

され、学校教育法においては、医学を履修する課程の修業年限は６年とされてお

ります。したがいまして、中等教育修了までの教育課程が 12 年に満たない留学

生を受け入れた場合でも、我が国の医師国家試験を受験するためには、医学に係

る６年間の課程を修める必要があります。 
 
  つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、

ご意見等ございましたら別添しております「学校教育法施行規則の一部を改正

する省令案等に関するパブリックコメント（意見公募手続）の実施について」を

ご参照の上ご提出いただきますよう、貴会会員へのご周知をよろしくお願いい

たします。 
  なお、パブリックコメントを提出した場合には、日本医師会生涯教育課（FAX：

03-3942-6517、MAIL： syogai@po.med.or.jp ）にも併せてお知らせいただきま

すようお願いいたします。 
 

 

mailto:syogai@po.med.or.jp





























